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目

次は

じ

め

に

一
、
立
庄
か
ら
一
条
実
経
伝
領
ま
で

二
、
皇
室
領
足
羽
庄

l

「
一
条
故
摂
政
」

2
宗
像
社
(
宗
像
庄
)
寄
進
の
経
緯

3

「
今
林
准
后
」

4
足
羽
御
厨
・
安
居
御
厨
と
足
羽
庄
・
安
居
郷

(
以
上
本
号
)

三
、
常
盤
井
宮
領
足
羽
庄
(
以
下
次
号
)

四
、
一
条
家
領
足
羽
庄
と
朝
倉
氏

五
、
足
羽
庄
・
安
居
郷
の
庄
郷
域

河
村

3 1の3

は

じ

め

に

足
羽
御
厨
は
、
現
福
井
市
街
地
(
足
羽
川
以
北
)

を
中
心
と
す
る
地
域
に
比
定
さ
れ
る
、
伊
勢
神
宮
・

一
条
家
領
の
荘
園
で
あ
る
。
同
御
厨
に
関
し
て
は
、

古
〈
牧
野
信
之
助
氏
が
旧
『
福
井
県
史
』
で
簡
に
し

て
要
を
得
た
叙
述
を
し
て
い
る
他
(
一
五
五
i
六
頁
)

近
年
の
研
究
と
し
て
松
原
信
之
氏
の
「
一
乗
城
移
城

(
1
)
 

以
前
の
朝
倉
氏
に
つ
い
て
」
の
七
節
「
足
羽
御
厨
(

足
羽
北
庄
)
と
一
条
家
」
、
『
福
井
県
の
地
名
』
(
平
凡

社
、
一
九
八
一
年
)
の
「
足
羽
御
厨
」
の
項
(
二
四

四
頁
)
な
ど
が
あ
る
が
、
後
二
者
の
内
容
は
旧
『
福

井
県
史
』
を
大
幅
に
出
る
も
の
と
は
思
え
な
い
。
た

だ
、
松
原
氏
が
、
一
九
七
六
年
富
山
県
立
図
書
館
で

発
見
さ
れ
た
「
朝
倉
家
記
」
(
「
朝
倉
家
録
」
下
)
に
、

「
朝
倉
始
末
記
」
や
朝
倉
氏
の
諸
系
図
に
み
え
る
、

朝
倉
高
景
の
「
足
羽
北
庄
預
所
職
」
拝
領
を
「
裏
付

け
る
」
延
文
二
年
十
二
月
二
日
足
利
尊
氏
袖
判
下
文

が
収
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
朝
倉
氏
は
南
北
朝

期
か
ら
足
羽
北
庄
l
足
羽
御
厨

1
北
庄
を
本
拠
に
し

て
い
た
と
主
張
さ
れ
て
い
る
点
は
新
し
い
説
で
あ
る
。

し
か
し
、
私
は
別
稿
「
『
朝
倉
家
記
』
所
収
南
北
朝

(
2
)
 

期
文
書
の
再
検
討
L

(

以
下
寸
別
稿
」
と
呼
ぶ
の
は

足
羽
御
厨
(
足
羽
庄
)
の
伝
領
に
つ
い
て
(
上
)

す
べ
て
こ
の
拙
稿
を
指
す
)
に
お
い
て
、
こ
の
尊
氏

下
文
を
含
む
「
朝
倉
家
記
」
所
収
南
北
朝
期
文
書
四

点
の
う
ち
、
尊
氏
下
文
、
及
ぴ
貞
治
五
年
八
月
九
日

足
利
義
詮
袖
判
御
教
書
に
つ
い
て
は
特
に
信
滋
性
に

疑
問
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
尊
氏
下
文
に
限
っ

て
い
え
ば
、
こ
れ
を
尊
氏
の
下
文
と
す
る
点
、
及
ぴ

「
足
羽
北
庄
」
な
る
呼
称
の
二
点
に
重
大
な
疑
義
が

認
め
ら
れ
る
と
し
た
。
こ
の
う
ち
、
後
者
の
点
に
つ

い
て
は
、
「
足
羽
北
庄
」
が
鎌
倉
i
戦
国
期
を
通
じ

て
「
朝
倉
家
記
」
所
収
尊
氏
下
文
以
外
の
文
書
・
記

録
(
軍
記
物
・
系
図
類
は
除
く
)
に
ま
っ
た
く
み
え

な
い
こ
と
、
松
原
氏
が
「
足
羽
北
庄
」
と
同
一
荘
園

と
さ
れ
る
足
羽
御
厨
は
、
鎌
倉
末
期
以
降
「
足
羽
庄
L

と
称
さ
れ
、
そ
れ
は
室
町
期
ま
で
変
わ
る
こ
と
な
く

一
般
に
定
着
し
て
い
た
こ
と
、
「
足
羽
北
庄
L

は、

足
羽
庄
域
(
お
そ
ら
く
そ
の
中
枢
部
分
)
を
指
す
俗

称
と
し
て
室
町
期
頃
在
地
に
成
立
し
た
「
北
庄
」
に

朝
倉
氏
が
「
足
羽
L

を
冠
し
て
創
作
し
た
も
の
と
推

定
さ
れ
る
こ
と
、
な
ど
を
示
し
て
お
い
た
が
、
紙
数

の
都
合
で
足
羽
御
厨
の
伝
領
や
呼
称
の
変
化
に
関
す

る
具
体
的
考
証
は
十
分
に
行
い
得
な
か
っ
た
。
そ
こ

で
、
本
稿
で
は
松
原
氏
が
誤
認
さ
れ
て
い
る
足
羽
御

厨
・
足
羽
庄
の
伝
領
関
係
の
検
討
を
中
心
と
し
、
そ
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ア

ン

ハ

ご

華

能

保

)

の
他
、
朝
倉
氏
と
足
羽
庄
の
関
係
な
ど
に
も
関
説
し
足
羽
御
厨
内
。
給
主
左
兵
衛
督
家
問
刊
誌
一
訪
日

て

み

た

い

。

供

祭

物

上

分

絹

七

疋

別

進

起

請

絹

廿

疋

注

こ

れ

に

よ

れ

ば

、

立

庄

は

承

安

元

年

(

一

一

七

二

(
1
)

「
福
井
県
地
域
史
研
究
」
六
、
一
九
六
七
年
。
と
あ
る
。
こ
れ
は
文
書
日
付
か
ら
さ
ほ
ど
離
れ
て
お

松
原
氏
に
は
他
に
『
朝
倉
氏
と
戦
国
村
一
乗
谷
』
ら
ず
、
事
実
を
一
示
す
も
の
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

(
福
井
県
郷
土
誌
懇
談
会
、
一
九
七
八
年
)
が
な
お
、
松
原
氏
が
、
北
庄
神
明
社
が
延
長
二
年
(
九

あ
り
、
「
足
羽
北
庄
と
朝
倉
氏
」
「
黒
丸
館
と
朝
二
四
)
に
建
立
さ
れ
た
と
す
る
伝
承
を
狼
拠
に
、
す

倉
氏
」
の
項
(
一
二
ハ
i
三
二
百
円
)
を
設
け
ら
れ
で
に
こ
の
頃
か
ら
「
御
厨
と
な
る
素
地
が
整
っ
て
い

て
い
る
が
、
内
容
は
前
記
論
文
と
ほ
と
ん
ど
変
た
」
と
き
れ
る
の
は
、
や
や
慎
重
を
欠
く
と
思
わ
れ

わ
り
が
な
い
の
で
、
以
下
、
松
原
氏
の
所
説
は
(
佐
立
庄
年
代
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
承
安
元
年
伊

す
べ
て
前
記
論
文
に
拠
る
こ
と
と
す
る
。
勢
神
宮
領
と
な
っ
て
以
後
、
勧
請
さ
れ
た
と
考
え
る

(
2
)

「
日
本
歴
史
」
(
掲
載
号
未
定
)
。
方
が
よ
り
自
然
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
足
羽
御
厨
の
立
庄
に
際
し
て
は
、
平

氏
が
深
く
か
か
わ
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
す
な

わ
ち
、
『
吾
妻
鏡
』
建
久
三
年
十
二
月
十
四
日
条
に

次
の
よ
う
に
み
え
る
。

B
一
保
前
黄
門
書
状
参
着
、
以
亡
室
遺
跡
廿
ヶ
所
、

譲
補
男
女
子
息
、
為
塞
将
来
之
孟
違
、
去
月
廿
八

日
申
下
宣
旨
誌
、
右
中
弁
棟
範
朝
臣
伝
官
寸
権

中
納
言
兼
光
卿
宣
奉
勅
云
々
、
是
平
家
没
官
領
内
、
摂

津
国
福
原
庄
(
十
四
ヶ
所
略
)
越
前
国
足
羽
御
厨

(
四
ヶ
所
略
)
、
己
上
廿
ヶ
所
、
先
日
被
奉
譲
黄

門
室
家
剛
一
銭
抽
出
云
々

一
、
立
庄
か
ら
一
条
実
経
伝
領
ま
で

|
|
平
安
末
1
鎌
倉
中
期
|
|

立
庄
か
ら
一
条
家
領
に
な
る
ま
で
の
足
羽
御
厨
の

伝
領
に
つ
い
て
は
、
旧
『
福
井
県
史
』
、
及
び
松
原

氏
の
論
著
に
ほ
ぼ
正
し
く
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
行

論
の
都
合
上
、
改
め
て
確
認
し
で
お
き
た
い
。

足
羽
御
厨
に
関
す
る
初
見
史
料
は
、
建
久
三
年
(

(
1
)
 

一
一
九
三
)
八
月
の
伊
勢
大
神
宮
神
領
注
文
で
、
そ

の
越
前
回
の
項
に
次
の
よ
う
に
み
え
る
。

A
越
前
回

冒
頭
の
「
一
像
前
黄
門
」
は
、

A
の
「
左
兵
衛
督
」

と
同
じ
く
一
条
能
保
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
「
亡
室
」

は
源
頼
朝
の
妹
で
あ
る
。
右
の
記
事
は
、
一
条
能
保

夫
人
の
死
に
伴
っ
て
、
そ
の
遺
領
二
十
ヶ
所
を
子
息

子
女
に
譲
渡
し
、
こ
れ
を
宣
旨
に
よ
っ
て
確
認
・
安

堵
さ
れ
た
こ
と
を
、
能
保
が
幕
府
に
報
じ
た
こ
と
を

示
す
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
遺
領
は
す
べ
て
「

平
家
没
官
領
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ち
な

み
に
、
越
前
は
平
氏
の
重
要
な
地
盤
の
一
つ
で
、
永

暦
元
年
(
一
二
ハ

O
)
平
基
盛
が
越
前
守
に
任
じ
ら

れ
て
以
来
、
養
和
元
年
(
一
一
八
二
補
任
さ
れ
た

平
親
房
ま
で
の
二
十
年
余
り
は
、
治
承
三
年
(
一
一

七
九
)
十
月
か
ら
の
一
ヶ
月
間
(
藤
原
季
能
が
在
任
)

を
除
い
て
、
平
氏
一
門
が
歴
代
越
前
守
を
独
占
し
て

(
3
)
 

お
り
、
A
に
い
う
承
安
元
年
も
、
ま
さ
に
こ
の
時
期

に
当
る
こ
と
か
ら
、
足
羽
御
厨
の
立
庄
の
経
緯
は
次

の
よ
う
に
推
定
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
、
足
羽

川
北
岸
域
の
在
地
勢
力
が
そ
の
所
領
を
平
氏
(
越
前

守
在
任
者
に
限
る
必
要
は
な
い
)
に
寄
進
し
て
立
庄

さ
れ
た
後
、
こ
れ
を
平
氏
が
承
安
元
年
に
伊
勢
神
宮

に
寄
進
し
た
結
果
、
伊
勢
神
宮
が
本
家
職
、
平
氏
が

領
家
職
を
そ
れ
ぞ
れ
分
有
す
る
足
羽
御
厨
が
成
立
し

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
平
氏
へ
の
寄

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）



35 

進
は
承
安
元
年
以
前
と
考
え
ら
れ
る
が
、
平
氏
一
門
羽
御
厨
が
含
ま
れ
て
お
り
、
道
家
は
母
、
す
な
わ
ち

の
越
前
守
在
任
期
間
と
み
て
大
過
あ
る
ま
い
。
一
条
能
保
の
娘
か
ら
こ
れ
を
継
承
し
た
こ
と
が
知
ら

き
て
、

B
に
よ
れ
ば
、
一
条
能
保
夫
人
の
遺
領
は
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
所
領
は
一
期
分

子
供
た
ち
に
譲
ら
れ
た
と
あ
る
が
、
足
羽
御
厨
は
九
と
き
れ
、
佳
子
一
期
の
後
は
「
前
摂
政
子
息
」
、
す

条
良
経
に
嫁
し
た
娘
に
伝
え
ら
れ
た
。
そ
の
こ
と
を
な
わ
ち
佳
子
の
兄
、
実
経
に
譲
る
べ
き
旨
が
明
記
き

示
す
の
が
、
次
に
掲
げ
る
、
建
長
二
年
(
一
二
五

O
)
れ
て
い
る
が
、
佳
子
は
こ
の
三
年
後
に
没
し
て
い
る

十
一
月
の
九
条
道
家
惣
処
分
状
も
や
あ
る
。
か
(
旬
、
足
羽
御
厨
は
佳
子
か
ら
実
経
(
一
条
家
祖
)

C
(
前

略

)

に

伝

え

ら

れ

た

と

考

え

ら

れ

る

。

か

く

し

て

、

足

羽

(
佳
子
一
)

尚

侍

殿

御

厨

の

「

給

主

」

(
A
)
と
し
て
の
所
職
(
領
家
職
に

(

中

略

)

当

る

も

の

で

あ

ろ

、

つ

)

は

、

平

某

↓

(

没

官

)

↓

源

家

領

頼

朝

妹

(

一

条

能

保

夫

人

)

↓

能

保

娘

↓

九

条

道

家

女

院

方

↓

九

条

佳

子

↓

一

条

実

経

、

と

伝

領

さ

れ

て

い

っ

た

(

中

略

)

こ

と

が

明

ら

か

に

な

っ

た

(

後

掲

第

3

図

参

照

)

。

松

新

御

領

原

氏

は

、

足

羽

御

厨

が

こ

の

あ

と

も

室

町

期

ま

で

一

(

三

ヶ

所

略

)

貫

し

て

一

条

家

領

で

あ

っ

た

と

さ

れ

る

が

、

実

は

、

越

前

国

足

羽

御

厨

以

後

一

五

0
年
間
程
一
条
家
の
手
を
離
れ
る
こ
と
に

(

四

ヶ

所

略

)

な

る

。

こ

の

点

を

、

節

を

改

め

て

み

て

み

よ

う

。

別

嘗

三

位

譲

進

庄

々

注

(
四
ヶ
所
略
)

(

1

)

神
宮
雑
書
(
『
鎌
倉
遺
文
』
，
六
一
四
号
)
。

右
、
件
庄
々
附
属
如
此
、
(
中
略
)
亦
御
一
期
後
、

(
2
)
松
原
氏
の
論
著
に
は
典
拠
を
明
示
さ
れ
て
い

可

譲

給

前

摂

政

子

息

、

(

後

略

)

な

い

が

、

『

福

井

県

の

地

名

』

に

よ

れ

ば

「

神

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
九
条
良
経
の
嫡
男
道
家
が
、
息
明
社
縁
起
」
に
基
づ
く
も
の
ら
し
い
(
足
羽
御

女
「
尚
侍
殿
」
(
佳
子
)
に
譲
っ
た
所
領
の
中
に
足
厨
の
項
)
。
松
原
氏
に
よ
れ
ば
、
同
縁
起
は
永

河
村

足
羽
御
厨
(
足
羽
庄
)
の
伝
領
に
つ
い
て
(
上

禄
九
年
(
一
五
六
六
)
八
月
三
日
の
日
付
を
も

っ
と
の
こ
と
で
あ
る
が
(
前
掲
論
文
)
、
寺
社
縁

起
の
主
張
す
る
創
建
年
代
を
傍
証
史
料
な
し
に

用
い
る
こ
と
の
危
険
性
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

(
3
)

『
日
本
史
総
覧
』
立
(
新
人
物
往
来
社
、
一

九
八
四
年
)
、
「
国
司
一
覧
」
越
前
の
項
参
照
。

(
4
)
九
条
家
文
書
(
『
鎌
倉
遺
文
』
七
二
五

O
号)。

(
5
)

「
一
代
要
記
」
(
『
改
定
史
籍
集
覧
』
一
)
に

よ
る
と
、
佳
子
は
建
長
五
年
(
一
二
五
三
)
九

月
十
九
日
、
二
十
六
歳
で
没
し
て
い
る
。

ニ
、
皇
室
領
足
羽
庄
|
|
鎌
倉
後
期
l
l

嘉
元
四
年
ご
三

O
六
)
六
月
十
二
日
、
故
亀
山

上
皇
の
息
女
、
昭
慶
門
院
(
憲
子
内
親
王
)
に
譲
渡

き
れ
た
膨
大
な
所
領
を
書
き
上
げ
た
目
録
の
中
に
次

の
よ
う
に
「
足
羽
庄
」
の
名
が
み
え
、
別
に
「
足
羽

御
厨
」
の
表
記
も
あ
る
。

D
(
前
略
)

て
今
林
准
后
御
領

足
羽
庄
一
雪
位
入
道

吉
光
名
1
4
四
一
問
中
許
楽
方
也

竹
原
庄
一
臨
時
遊
義
門
院

(
中
略
)

額昭富隆安
団関吉雲居
庄院庄旬郷
士利景盲二
万尚忠領位
疋伺 也局
年
貢
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{
巻
末
)

f
i
l
l
-
-
l
依
一
条
故
摂
政
訴
訟
、
卒
寵
之
時
、
永
仁
年
中
関
東
進

足
羽
御
厨
三
ケ
所
謀
議
開
之
内
也
、
其
後
御
管
領
無
相
違

(
四
)

額富
田吉
庄庄
御圏実 竹
年寺氏 匝

貢入公 竺
六道之 l土
万相領也子領被為
疋国也、今知付安
ハ、、非御也子楽
被本大実知、中光
譲家宮氏行其務院
下ハ院公無空御御
彼被崩之相‘遺領
禅譲御領違明跡、
門子之、、之之室

了亀時 根時時町
山、 本為、院

院下 降亀入御
了ハ 房山道遣
、譲卿院将領
仕給之御軍内
丁子 旧品所也
弁西領ぺ被、

右
の
史
料
か
ら
、
足
羽
御
厨
の
伝
領
を
考
え
る
た

め
に
は
、
い
く
つ
か
の
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
お
く

必
要
が
あ
る
。

-
「
一
条
故
摂
政
」

ま
ず
、
巻
末
部
分
の
足
羽
御
厨
に
関
す
る
注
記
に

つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
こ
の
注
記
を
文
字
通
り
解

釈
す
る
と
、
足
羽
御
厨
は
「
一
条
故
摂
政
」
が
「
訴

訟
」
を
お
こ
し
「
牢
寵
」
し
て
い
た
「
永
仁
年
中
」

(
一
二
九
三

i
九
)
に
、
「
関
東
」
(
幕
府
)
が
寄

進
し
た
四
ヶ
所
の
一
つ
で
、
以
来
皇
室
領
と
し
て
伝

領
さ
れ
て
き
た
、
と
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
注
記
に

は
矛
盾
が
あ
り
、
全
面
的
に
信
じ
る
わ
け
に
は
い
か

な
い
。
ま
ず
、
っ
一
条
故
摂
政
」
が
だ
れ
に
当
る
の

か
、
検
討
し
て
み
よ
う
。
こ
れ
は
、
文
書
日
付
な
ど

か
ら
み
て
、
『
鎌
倉
遺
文
』
も
傍
注
を
付
し
て
い
る

よ
う
に
、
一
条
家
経
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。

(
5
)
 

し
か
し
、
家
経
は
永
仁
元
年
十
二
月
十
一
日
に
没
し
還
任
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
宝
治
元
年
か
ら
弘
長
三
年

(
2
)
 

て
い
る
か
ら
、
彼
の
「
牢
篇
」
中
の
「
永
仁
年
中
」
ま
で
の
十
六
年
間
の
実
経
は
、
ま
さ
に
「
{
牛
寵
」
の

と
は
永
仁
元
年
以
外
に
な
い
こ
と
に
な
る
が
、
彼
が
身
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
り
、
足
羽
御
厨
は
、
こ
の
間

こ
の
年
に
「
訴
訟
」
に
及
ん
だ
り
、
「
牢
龍
」
し
た
に
幕
府
に
よ
っ
て
実
経
か
ら
収
公
さ
れ
た
と
推
察
き

形
跡
は
な
く
、
前
摂
政
・
左
大
臣
、
従
一
位
の
身
で
れ
る
。
な
お
、
前
掲
史
料
C
は
失
脚
後
の
九
条
道
家

平
穏
の
う
ち
に
生
涯
を
終
、
え
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
の
処
分
状
で
あ
る
が
、
こ
の
時
点
で
は
ま
だ
足
羽
御

二
条
故
摂
政
」
は
家
経
以
外
に
求
め
な
け
れ
ば
な
厨
は
九
条
家
の
領
有
下
に
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ

ら
な
い
。
私
は
、
そ
れ
は
家
経
の
父
、
実
経
で
は
な
る
か
ら
、
同
御
厨
の
収
公

1
院
へ
の
寄
進
は
、
九
条

い
か
と
考
、
え
る
。
実
経
は
、
宝
治
元
年
(
一
二
四
七
)
佳
子
が
没
し
て
実
経
に
譲
ら
れ
て
か
ら
、
す
な
わ
ち

正
月
十
九
日
、
幕
府
の
奏
請
に
よ
っ
て
突
然
摂
政
を
建
長
五
年
(
一
二
五
三
)
以
降
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

(
3
)
 

罷
免
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
前
年
(
寛
元
四
年
)
今
の
と
こ
ろ
、
実
経
が
「
訴
訟
」
(
お
そ
ら
く
地

名
越
光
時
の
乱
に
加
担
し
た
前
将
軍
頼
経
(
実
経
の
位
回
復
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
)
を
お
こ
し

兄
)
を
鎌
倉
か
ら
京
都
へ
逐
い
、
つ
い
で
頼
経
の
父
、
た
事
実
を
明
ら
か
に
で
き
な
い
た
め
断
定
は
避
け
な

九
条
道
家
の
関
東
申
次
の
地
位
を
解
任
し
た
鎌
倉
幕
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
少
な
く
と
も
二
条
故
摂
政
」

府
の
一
連
の
措
置
の
一
環
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
こ
は
一
条
家
経
よ
り
も
そ
の
父
、
実
経
の
方
が
ふ
さ
わ

の
結
呆
、
幕
府
権
力
を
背
景
と
し
た
九
条
家
の
権
威
し
い
こ
と
は
動
か
し
難
く
、
し
た
が
っ
て
、
注
記
の

は
一
挙
に
失
墜
し
、
道
家
に
か
わ
っ
て
関
東
申
次
に
「
永
仁
年
中
」
と
い
う
年
代
を
そ
の
ま
ま
認
め
る
わ

な
っ
た
西
園
寺
実
氏
が
、
天
皇
と
の
外
戚
関
係
を
も
け
に
は
い
か
な
い
。
こ
の
点
を
、
別
の
視
角
か
ら
確

利
し
て
後
嵯
峨
院
政
権
の
最
大
の
実
力
者
と
な
っ
た
か
め
て
み
よ
う
。

(
4
)
 

の
で
あ
る
。
摂
政
を
罷
免
さ
れ
て
以
後
の
実
経
自
身

2

宗
像
社
(
宗
像
庄
)
寄
進
の
経
緯

の
動
き
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
が
、
不
和
と
な

D
の
足
羽
御
厨
に
関
す
る
注
記
で
、
足
羽
御
厨
と

っ
て
い
た
兄
の
関
白
二
条
良
実
と
和
解
が
成
っ
た
こ
共
に
幕
府
か
ら
寄
進
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
三
ヶ
所

と
も
あ
っ
て
、
弘
長
三
年
(
一
二
六
三
)
左
大
臣
に
の
中
で
、
関
係
史
料
の
得
ら
れ
る
筑
前
回
宗
像
社
(
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宗
像
庄
)
の
寄
進
の
経
緯
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
足
羽
御
厨
の
場
合
を
類
推
す
る
こ
と
と
す
る
。

そ
の
関
係
史
料
と
は
、
後
嵯
峨
上
皇
の
近
臣
、
葉
室

定
嗣
の
日
記
、
「
葉
黄
記
」
宝
治
元
年
{
一
二
四
七
)

八
月
の
記
事
で
あ
七
)

Eω
〔
十
八
日
条
〕
(
前
略
)
今
夜
関
東
使
両
人
向
前

(

西

国

寺

実

氏

)

(

後

嵯

峨

上

高

島

u
h
'
:

相
国
許
、
即
相
具
之
被
参
院
、
町
内
臥
一
時
晴
於
中
門

(

源

通

光

)

つ

4
1
;
街

辺
相
国
直
有
問
答
云
々
、
此
後
長
一
僻
古
川
唯
)
直

御
対
面
、
次
参
島
崎
臨
町
し
同
直
御
対
面
云

々
、
可
被
行
徳
政
事
、
各
執
申
之
云
々
、
(

中
略
)
又
神
崎
荘
、
承
久
補
地
頭
、
大
略
没

収
、
縫
進
少
年
貢
、
今
止
地
頭
、
一
向
可
為

院
御
領
云
々
、
宗
形
社
、
年
来
僑
明
門
院
御

分
也
、
今
止
之
進
院
云
々
、
比
両
所
、
故
事

J

三
浦
)

村
知
行
也
、
後
問
、
筒
明
門
院
御
領
之
由
忘

却
進
之
云
々
、

川
〔
廿
七
日
条
〕
(
前
略
)
即
参
院
、
神
崎
荘
・
宗

像
社
庁
御
下
文
可
成
進
之
由
有
仰
、
即
加
下

知
了
、
(
中
略
)
宗
像
社
又
可
被
進
一
時
酔
元

々
、
人
以
不
排
可
否
、
前
相
国
強
被
申
請
之

故
敗
、
(
後
略
)

ω
〔
舟
日
条
〕
(
前
略
)
宗
形
社
庁
御
下
文
送
前

相
国
之
慮
、
被
進
中
宮
之
由
可
載
御
下
文
之

河
村

足
羽
御
厨
(
足
羽
庄
)
の
伝
領
に
つ
い
て
(
上

由
有
返
答
、
然
而
強
不
可
然
之
由
有
仰
、
可
後
嵯
峨
院
も
こ
れ
に
抵
抗
し
、
「
不
可
狭
山
」
と
て
実
氏

然
勲
、
の
其
由
重
相
触
了
、
執
事
弁
予
加
判
の
要
求
を
突
っ
ぱ
ね
て
い
る
。
宗
像
社
は
結
局
大
宮

。
(
0
ゆ
)

也

。

院

領

に

な

る

の

で

あ

る

か

、

そ

れ

は

あ

く

ま

で

も

名

こ
れ
ら
の
記
事
は
、
宝
治
元
年
六
月
の
宝
治
合
戦
義
上
の
も
の
で
あ
っ
て
、
最
終
的
進
止
権
が
上
皇
に

(
9
)
 

の
あ
と
、
八
月
十
七
日
入
京
し
た
幕
府
の
使
者
が
、
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

後
嵯
峨
院
に
「
徳
政
」
及
び
神
崎
・
宗
像
両
庄
の
寄
以
上
の
検
討
か
ら
、
宗
像
社
が
幕
府
か
ら
院
へ
寄

進
を
申
し
入
れ
た
際
の
も
の
で
あ
る
(
主
要
記
事
の
進
さ
れ
た
の
は
宝
治
元
年
の
こ
と
で
、
し
か
も
足
羽

み
抄
出
)
。
ま
ず
、

ωに
よ
っ
て
、
宗
像
社
は
本
来
御
厨
な
ど
他
の
三
ヶ
所
と
同
時
に
寄
進
さ
れ
た
の
で

修
明
門
院
(
後
鳥
羽
後
宮
、
藤
原
重
子
)
領
で
あ
る
も
な
い
こ
と
が
明
白
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、

D
の
足

こ
と
を
「
忘
却
」
し
た
幕
府
が
、
神
崎
庄
と
共
に
後
羽
御
厨
に
関
す
る
注
記
の
「
永
仁
年
中
L

に
は
信
頼

(

日

)

、

1

嵯
峨
院
へ
寄
進
を
申
し
入
れ
て
い
る
こ
と
、
両
庄
と
が
お
け
な
い
の
で
あ
り
、
前
項
で
指
摘
し
た
、
「
一

も
宝
治
合
戦
で
討
た
れ
た
三
浦
泰
村
の
知
行
分
(
宗
条
故
摂
政
」
を
一
条
実
経
と
す
る
推
定
に
と
っ
て
の

像
社
で
は
預
所
耽
一
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
大
き
な
障
害
は
除
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、

川
で
は
、
両
庄
に
関
す
る
院
庁
下
文
を
発
す
べ
し
と
宗
像
社
の
事
例
か
ら
、
足
羽
御
厨
の
寄
進
の
経
緯
に

の
院
の
命
が
出
き
れ
た
が
、
宗
像
杜
は
、
葉
室
定
嗣
つ
い
て
次
の
よ
う
な
想
定
が
可
能
と
な
る
。
す
な
わ

の
得
た
情
報
で
は
、
後
嵯
峨
の
中
宮
(
大
宮
院
姑
子
)
ち
、
名
越
光
時
の
乱
を
機
に
九
条
家
の
政
治
的
地
位

に
与
え
る
と
の
こ
と
で
、
定
嗣
は
こ
れ
を
「
前
柏
田
」
、
が
失
墜
し
摂
政
を
解
任
さ
れ
た
一
条
実
経
が
、
そ
の

つ
ま
り
姑
子
の
父
、
西
園
寺
実
氏
が
強
引
に
申
請
し
「
牢
寵
」
中
、
つ
ま
り
宝
治
元
年
か
ら
弘
長
三
年
の

た
か
ら
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
て
い
る
。
し
か
し
、

ω
間
(
た
だ
し
、
佳
子
の
遺
領
を
継
承
す
る
建
長
五
年

に
よ
れ
ば
、
院
庁
下
文
に
は
そ
の
旨
が
ま
だ
記
さ
れ
以
降
)
に
、
足
羽
御
厨
の
所
職
を
幕
府
か
ら
否
定
き

て
い
な
か
っ
た
ら
し
く
、
お
そ
ら
く
草
案
を
実
氏
の
れ
、
こ
れ
が
後
嵯
峨
院
へ
寄
進
さ
れ
た
も
の
で
、
そ

も
と
に
送
っ
た
と
こ
ろ
、
実
氏
は
「
被
進
中
宮
」
と
の
際
、
宗
像
社
の
例
か
ら
み
て
、
後
嵯
峨
院
政
権
最

の
文
言
を
下
文
に
載
せ
る
よ
う
強
く
主
張
し
た
が
、
大
の
実
力
者
、
西
園
寺
実
氏
の
意
向
で
強
引
に
実
氏
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綜
子
と
瑛
子
は
共
に
准
后
宣
下
と
同
じ
日
に
女
院
号

(ロ)

を
得
て
い
る
の
で
、
い
ず
れ
も
「
准
后
」
と
称
さ
れ

る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
残
り
は
相
子
・

慎
子
の
母
子
で
あ
る
が
、
相
子
の
父
、
公
相
は
貞
子

の
実
子
で
は
な
い
。
貞
子
が
今
林
殿
を
領
し
て
い
た
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の
縁
者
名
義
と
さ
れ
た
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。
そ
の

縁
者
こ
そ
、

D
で
「
足
刑
判
庄
」
の
領
主
と
さ
れ
て
い

る
「
今
林
准
后
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点

を
次
項
で
検
証
し
て
み
よ
う
。

3

「
今
林
准
后
」

『
尊
卑
分
脈
』
に
お
い
て
「
A
7
林
准
后
」
の
称
が

つ
け
ら
れ
て
い
る
の
は
、
大
宮
院
姑
子
の
母
、
す
な

わ
ち
西
園
寺
実
氏
の
妻
、
藤
原
貞
子
た
だ
一
人
で
あ

る
。
た
だ
、
「
今
林
准
后
」
と
は
、
嵯
峨
に
あ
っ
た

今
林
殿
を
領
し
、
か
つ
准
后
の
号
を
も
っ
者
の
称
で

あ
っ
て
、
そ
の
意
味
で
は
貞
子
の
み
に
与
、
え
ら
れ
る

べ
き
も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
貞
子
の
次
女
、

公
子
(
東
二
条
院
)
が
後
深
草
天
皇
と
の
問
に
も
、
つ

け
た
怜
子
(
遊
義
門
院
)
が
没
し
た
時
、
「
北
山
の

准
后
(
貞
子
)
の
お
は
せ
し
跡
」
の
今
林
殿
で
葬
礼

(
日
し

が
営
ま
れ
た
よ
う
に
今
林
殿
は
西
園
寺
氏
の
子
女

と
密
接
な
関
係
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
、
も
し
、
彼

女
ら
の
中
に
准
后
宣
下
を
、
つ
け
た
者
が
い
れ
ば
、
「

今
林
准
后
」
と
称
さ
れ
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。

そ
こ
で
、
西
国
寺
氏
の
子
女
、
及
び
そ
の
娘
で
准
后

に
な
っ
た
者
を
『
尊
卑
分
脈
』
な
ど
か
ら
求
め
て
み

る
と
、
第
1
図
の
よ
う
に
、
貞
子
の
他
に
綜
子
・
相

子
・
嬬
子
・
瑛
子
の
四
人
見
出
せ
る
。
こ
の
う
ち
、

キ目

兼

直|寺穿

「若干

;Jfii 
第l図 西国寺氏関係女子系図(後嵯峨~亀山院期)
仁二コは、准后宣下をうけた者。典拠は、 『尊卑分脈』・「本朝皇胤紹運録」
([群書類従j系譜部)・「女院小伝J(問、伝部)。

と
す
る
と
、
こ
れ
を
公
相
の
娘
に
譲
る
こ
と
は
考
え

に
く
く
、
む
し
ろ
、
実
の
娘
、
姑
子
・
公
子
の
系
統

に
伝
、
え
ら
れ
る
可
能
性
が
高
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

公
子
の
娘
、
時
子
の
葬
儀
が
今
林
殿
で
行
わ
れ
た
事

実
は
そ
の
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
し

た
が
っ
て
、
相
子
・
嬢
子
も
「
今
林
准
后
」
と
称
さ

れ
た
蓋
然
性
は
小
さ
い
と
考
、
え
る
。

以
上
に
よ
っ
て
、
「
今
林
准
后
」
は
『
尊
卑
分
脈
』

の
い
う
よ
う
に
、
藤
原
貞
子
と
考
え
て
ま
ず
間
違
い

(
日
)

な
い
と
思
わ
れ
る
。
貞
子
は
「
大
宮
院
・
束
二
候
院

、
(
後
深
草
亀
山
)
{
西
一
国
寺
実
氏
)

の
御
母
な
れ
ば
、
両
院
の
御
祖
母
、
太
政
大
臣
の
北

の
方
に
て
、
天
の
下
み
な
こ
の
に
は
ひ
な
ら
ぬ
人
は

な
し
。
い
と
や
ご
と
な
か
り
け
る
御
勢
な
り
。
む
か

(

藤

原

遭

長

)

(

倫

子

心

し
御
堂
殿
の
御
北
の
方
鷹
百
殿
と
き
こ
え
し
に
も

(
日
)

劣
り
給
は
ず
」
と
い
わ
れ
る
程
で
あ
っ
た
か
ら
、
院

に
寄
進
さ
れ
た
足
羽
御
厨
を
、
彼
女
の
名
義
と
す
る

よ
う
実
氏
が
主
張
す
る
こ
と
は
、
宗
像
社
の
例
か
ら

推
し
て
十
分
考
、
ぇ
得
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
推

定
は
、

D
に
お
い
て
今
林
准
后
領
と
さ
れ
て
い
る
足

羽
庄
が
足
羽
御
厨
と
同
一
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
前

提
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
点
の
論
証
が
必

要
と
な
っ
て
く
る
。

足
羽
御
厨
・
安
居
御
厨
と
足
羽
庄
・
安
居
郷

4 
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一

般

に

同

名

の

庄

と

御

厨

は

、

必

ず

し

も

領

主

・

と

は

で

き

な

い

が

、

名

称

か

ら

推

し

て

、

本

来

荘

園

遣

さ

れ

候

へ

し

、

領
域
・
所
職
を
同
じ
く
す
る
同
一
の
荘
園
で
あ
る
と
の
内
部
単
位
所
領
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
白
然
で
と
し
こ
ろ
は
う
こ
う
人
に
こ
え
て
候
ほ
と
に
、

は
限
ら
ず
、
た
と
え
ば
、
摂
津
国
長
渚
(
長
洲
)
庄
あ
ろ
う
。
一
方
の
安
居
郷
に
つ
い
て
は
、
足
羽
庄
と
か
や
う
に
申
候
、

が
東
大
寺
領
で
あ
る
の
に
対
し
、
そ
の
う
ち
の
在
家
の
関
係
を
う
か
が
わ
せ
る
若
干
の
史
料
が
あ
る
の
で
、
女
院
御
方
へ
、
よ
く
/
¥
御
ほ
う
こ
う
候

の

み

を

支

配

対

象

と

す

る

鴨

御

祖

社

領

が

長

渚

御

厨

少

し

検

討

し

て

お

き

た

い

。

へ

し

、

L

ム

(

日

)

ず

(

国

)

ば
れ
た
よ
う
な
例
が
あ
る
。
清
水
正
健
氏
カ
『
安
居
郷
は
、
も
と
伊
勢
神
宮
領
安
居
御
厨
の
系
譜
嘉
元
三
年
七
月
廿
六
日
御
判

荘
園
志
料
』
で
、
「
足
羽
御
厨
」
と
は
別
に
「
足
羽
庄
」
を
ひ
く
も
の
で
、
後
掲
第
4
図
に
示
す
よ
う
に
、
足
こ
れ
は
、
亀
山
法
皇
が
死
の
五
十
日
程
前
、
近
親

を
立
項
さ
れ
た
の
も
、
汁
7
し
た
事
情
を
考
慮
さ
れ
羽
御
厨
の
西
に
隣
接
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
「
神
者
に
宛
て
て
し
た
た
め
た
処
分
状
の
う
ち
の
一
通
で
、

て
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
町
、
足
羽
御
厨
と
足
羽
庄
は
、
鳳
抄
」
越
前
国
の
項
に
足
羽
御
厨
と
並
ん
で
安
居
御
宛
人
の
「
二
品
」
は
、
亀
山
の
愛
妾
の
一
人
、
讃
岐

二

口

戸

、

白

(

凶

)

結
論
か
ら
い
え
ば
、
別
々
の
荘
園
で
は
な
く
同
一
の
厨
の
名
が
み
え
る
カ
ら
本
来
足
羽
御
厨
と
は
独
立
局
(
藤
原
景
房
の
娘
寿
子
)
で
あ
る
。
こ
の
中
で

伝
領
過
程
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
と
考
え
る
。
そ
し
た
伊
勢
神
宮
領
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
安
居
郷
は
二
期
の
、
ち
ハ
、
本
庄
に
遣
さ
れ
候
へ

の
根
拠
の
一
つ
に
、
本
節
1
・
2
項
で
推
定
し
た
足

D
に
み
え
る
安
居
郷
は
、
同
じ
今
林
准
后
領
の
足
羽
し
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
「
本
庄
」
は
『
鎌
倉
遺
文
』

羽
御
厨
の
伝
領
の
経
緯
と
、
足
羽
庄
の
領
、
王
「
今
林
庄
と
密
接
な
関
係
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
の
傍
注
の
ご
と
く
、
「
本
所
」
の
意
で
あ
ろ
う
。
す

准
后
」
は
藤
原
貞
子
で
あ
る
と
す
る
3
項
の
結
論
が
、

F
一
通
銘
臼
二
品
陸
一
法
さ
き
/
¥
に
も
申
た
る
事
と
も
、
な
わ
ち
、
安
居
郷
は
「
本
所
」
(
領
家
に
対
す
る
本

き
わ
め
て
無
理
な
く
自
然
に
一
本
の
糸
で
結
ぼ
れ
る
こ
の
た
ひ
を
も
ち
て
御
き
た
め
候
へ
し
、
所
と
考
え
る
必
要
は
な
く
う
こ
こ
で
は
「
本
来
の
領

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
そ
の
他
に
、

D
の
記
載
そ
花
そ
の
と
の
な
か
く
御
し
ん
た
い
候
へ
し
、
有
者
」
と
い
っ
た
程
度
の
意
で
あ
ろ
う
)
か
ら
、
讃

の
も
の
も
有
力
な
手
が
か
り
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
な
か
た
の
庄
一
期
の
、
ち
ハ
、
内
裏
へ
ま
い
岐
局
の
一
期
の
間
に
限
っ
て
分
割
さ
れ
た
所
領
と
い

巻
末
部
分
の
四
ヶ
所
は
、
ほ
ぽ
そ
の
ま
ま
今
林
准
后
ら
せ
ら
れ
候
へ
き
よ
し
申
へ
く
う
こ
と
に
な
る
が
、
私
は
、
さ
ら
に
進
ん
で
、
こ
の

領

と

重

複

し

、

巻

末

の

足

羽

御

厨

に

対

応

す

る

の

が

候

、

「

本

庄

」

を

文

字

通

り

解

し

、

安

居

郷

は

あ

る

荘

園

足
羽
庄
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
安
居
宿
野
庄
こ
れ
ハ
心
に
ま
か
せ
て
、
備
事

1
「
本
庄
」
の
内
部
単
位
で
あ
り
、
讃
岐
局
の
一
期

郷
と
吉
光
名
の
み
巻
末
部
分
に
な
い
の
は
、
両
所
が
の
あ
し
に
も
せ
ら
れ
候
へ
、
本
の
後
は
も
と
の
「
本
庄
」
に
も
ど
す
べ
き
も
の
と
し

本

来

独

立

所

領

で

は

な

い

こ

と

に

由

来

す

る

の

で

は

家

ハ

は

な

れ

候

ま

し

、

て

、

分

割

譲

渡

さ

れ

た

も

の

で

は

な

い

か

、

そ

し

て

、

な
か
ろ
う
か
。
吉
光
名
は
、
関
連
史
料
を
徴
す
る
こ
あ
し
ハ
の
安
居
郷
一
期
の
冶
ち
ハ
、
本
庄
に
そ
の
「
本
庄
」
と
は
足
羽
庄
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

39 

河
村

足
羽
御
厨
(
足
羽
庄
)
の
伝
領
に
つ
い
て
(
上
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つ
ま
り
、
「
あ
し
ハ
一
の
安
居
郷
」
と
は
、
「
足
羽
郡
が
今
林
准
后
領
と
し
て
は
「
安
居
郷
」
と
称
さ
れ
、

の
安
居
郷
」
と
と
れ
な
く
も
な
い
が
、
私
は
む
し
ろ
「
足
羽
庄
」
と
特
別
な
関
係
に
あ
っ
た
可
能
性
を
否

「
足
羽
庄
の
安
居
郷
」
の
謂
と
解
釈
し
た
い
。
か
く
定
で
き
な
い
こ
と
を
前
提
に
、
足
羽
御
厨
と
安
居
御

推
測
す
る
の
は
、
後
掲
史
料
K
に
あ
る
よ
う
に
、
室
厨
が
と
も
に
皇
室
領
と
な
っ
た
際
(
同
時
に
な
っ
た

町
期
の
安
居
保
(
安
居
郷
を
継
承
す
る
も
の
で
あ
ろ
と
考
え
る
必
要
は
な
い
)
、
両
御
厨
を
統
合
す
る
、

う
)
が
「
足
羽
御
厨
」
(
足
羽
庄
)
の
「
別
納
」
と
新
た
な
所
領
の
称
と
し
て
「
足
羽
庄
」
が
生
ま
れ
、

い
う
関
係
を
、
鎌
倉
末
期
ま
で
遡
及
さ
せ
得
る
の
で
そ
の
内
部
構
成
単
位
所
領
に
転
化
し
た
旧
安
居
御
厨

は
な
い
か
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
が
が
「
安
居
郷
」
と
改
称
さ
れ
た
、
と
想
定
し
た
も
の

も
し
認
め
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、

D
に
お
け
る
今
林
准
で
あ
る
。
し
か
し
、
右
の
①
j
③
は
い
ず
れ
も
確
証

后
領
の
う
ち
巻
末
に
な
い
二
ヶ
所
は
本
来
独
立
所
領
の
な
い
仮
説
に
す
ぎ
ず
、
こ
こ
で
は
、
足
羽
御
厨
が
、

で
は
な
い
こ
と
に
な
り
(
吉
光
名
は
名
称
の
み
か
ら
皇
室
領
と
な
っ
て
遅
く
と
も
嘉
元
四
年
に
は
「
足
羽

の
推
断
で
あ
る
が
)
、
足
羽
庄
と
足
羽
御
厨
が
相
互
庄
」
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
い
マ
及
び
旧
安

に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
き
ら
に
高
ま
る
。
居
御
厨
が
「
安
居
郷
」
と
改
称
さ
れ
て
い
た
こ
と
を

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
足
羽
御
厨
が
足
羽
庄
と
改
称
さ
確
認
す
る
に
と
ど
め
た
い
。

れ
た
の
か
、
と
い
う
問
題
が
次
に
生
じ
よ
う
。
こ
れ
注

に
つ
い
て
は
、
残
念
な
が
ら
明
確
な
解
答
を
示
し
得

(
l
)
昭
慶
門
院
御
領
目
録
(
竹
内
文
平
氏
所
蔵
文

な
い
が
、
可
能
性
と
し
て
は
、
①
皇
室
領
に
な
っ
た
書
、
『
鎌
倉
遺
文
』
一
一
一
一
六
六
一
号
)
。

の
を
機
に
伊
勢
神
宮
の
所
職
も
あ
わ
せ
吸
収
さ
れ
た
、

(
2
)

『
公
卿
補
任
』
永
仁
元
年
条
な
ど
。

②
伊
勢
神
宮
を
本
家
と
し
な
が
ら
も
、
こ
れ
を
領
家

(
3
)

『
大
日
本
史
料
』
第
五
編
之
二
十
一
(
以
下

た
る
今
林
准
后
・
昭
慶
門
院
の
立
場
か
ら
庄
号
を
も
『
史
料
』
五
一
一
一
の
ご
と
く
略
記
)
、
一
二
三

っ
て
称
し
た
、
③
足
羽
御
厨
と
は
別
の
所
領
と
な
っ
九
j
三
四
九
頁
に
関
係
史
料
が
ま
と
め
ら
れ
て

た
、
の
三
通
り
程
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
の
う
ち
の
い
る
。

③
は
、
先
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
か
つ
て
の
安
居
御
厨
(
4
)
三
浦
周
行
「
鎌
倉
時
代
の
朝
幕
関
係
」

同

『
日
本
史
の
研
究
』
一
輯
上
、
岩
波
書
底
、
一

九
二
二
年
)
、
同
「
鎌
倉
時
代
史
」
(
問
、
新

輯
一
、
岩
波
書
底
、
一
九
八
二
年
)
、
網
野
善

彦
『
日
本
の
歴
史
叩
蒙
古
襲
来
』
(
小
学
館
、

一
九
七
四
年
)
四

0
1
四
三
頁
、
上
横
手
雅
敬

「
一
条
実
経
」
「
九
条
道
家
」
(
『
国
史
大
辞

典
』
一
・
四
、
吉
川
弘
文
館
)
な
ど
参
照
。

(
5
)

『
公
卿
補
任
』
弘
長
三
年
条
。

(
6
)

『
史
料
』
五
二
二
、
二
九
三

1
五
頁
。

(
7
)
宗
像
社
大
宮
司
職
安
堵
に
関
す
る
、
建
長
八

年
ご
二
五
六
)
正
月
日
大
宮
院
庁
下
文
(
宗

像
神
社
文
書
、
『
鎌
倉
遺
文
』
七
九
五
八
号
)

に
、
「
三
浦
若
狭
前
司
泰
村
補
任
預
所
職
、
濫

妨
社
家
領
」
と
み
え
る
。

(
8
)
昭
慶
門
院
御
領
目
録
(
前
掲
)
の
「
大
宮
院

御
領
」
の
項
に
宗
像
社
が
み
え
る
し
、
建
長
八

年
正
月
日
大
宮
院
庁
下
文
(
前
注
)
に
よ
っ
て

宗
像
氏
業
に
宗
像
社
大
宮
司
職
が
安
堵
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
遅
く
と
も
こ
れ
ま
で
に
宗
像

社
が
大
宮
院
領
と
な
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

(
9
)
宗
像
社
は
永
仁
七
年
(
一
二
九
九
)
、
亀
山

上
皇
に
よ
っ
て
禅
林
院
(
南
禅
寺
)
に
寄
進
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
(
同
年
三
月
五
日
亀
山
上
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皇
{
辰
筆
起
願
文
、
南
禅
寺
文
書
、
『
鎌
倉
遺
文
』

一
九
九
六
五
号
)
、
同
社
の
領
有
権
は
後
嵯
峨

院
、
つ
い
で
亀
山
院
が
有
し
て
い
た
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
。
な
お
、
乾
元
元
年
(
二
二

O
二
)

に
な
っ
て
、
幕
府
が
宗
像
社
の
替
地
と
し
て
加

賀
国
得
橋
郷
な
ど
を
亀
山
上
皇
に
寄
進
し
た
た

め
、
上
皇
は
こ
れ
ら
を
宗
像
社
の
替
地
と
し
て

再
ぴ
南
禅
寺
に
寄
進
し
た
結
果
、
{
一
示
像
社
は
亀

山
院
領
(
名
義
上
は
大
宮
院
領
)
に
復
し
た
(
『

南
禅
寺
文
書
』
上
巻
、
三
・
五
号
、
二
一
五
号

ω)。

(
日
)
注
記
が
「
永
七
年
中
」
と
す
る
の
は
、
足
羽

御
厨
・
宗
像
社
な
ど
四
ヶ
所
が
、
改
め
て
幕
府

か
ら
一
括
寄
進
(
実
質
は
安
堵
)
さ
れ
た
、
と

い
う
こ
と
か
も
知
れ
な
い
が
、

A
7
の
と
こ
ろ
、

説
得
的
な
説
明
を
な
し
得
な
い
。

(
日
)
「
増
鏡
」
巻
十
二
(
日
本
古
典
文
学
大
系
『

神
皇
正
統
記
増
鏡
』
四

O
六
頁
)
。

(
ロ
)
「
女
院
小
伝
し
(
『
群
書
類
従
』
伝
部
)
に
よ

れ
ば
、
綜
子
は
弘
長
三
年
(
一
二
六
三
)
七
月

二
十
日
、
時
子
は
正
安
三
年
(
二
二

O
二

十

月
九
日
に
、
そ
れ
ぞ
れ
准
后
宣
下
と
女
院
号
を

得
て
い
る
。河

村

(日

)
D
で
今
林
准
后
領
と
さ
れ
る
所
領
の
う
ち
、

富
吉
・
竹
原
両
庄
は
巻
末
の
注
記
に
よ
れ
ば
「

根
本
隆
房
卿
之
旧
領
也
し
と
さ
れ
て
い
る
が
、

隆
一
一
房
は
藤
原
貞
子
の
祖
父
に
当
る
人
で
あ
る
か

ら
(
後
掲
第
3
図
参
照
)
、
両
庄
が
貞
子
に
伝

え
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
理
解
で
き

る
。
ま
た
、
「
(
西
園
寺
)
実
氏
公
之
領
」
で
あ

る
額
田
庄
は
、
大
宮
院
の
死
後
、
領
家
職
は
実

氏
の
孫
、
実
兼
(
「
西
閣
寺
入
道
相
国
」
)
に
、

本
家
職
は
亀
山
院
に
そ
れ
ぞ
れ
譲
ら
れ
た
と
あ

り
、
こ
れ
を
今
林
准
后
領
と
す
る
根
拠
が
必
ず

し
も
明
確
で
な
い
が
、
実
氏
の
死
没
は
大
宮
院

よ
り
二
十
三
年
も
前
の
文
永
六
年
(
一
二
六
九
)

の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
実
氏
の
死
後
、
大
宮
院

に
譲
ら
れ
る
前
に
、
一
旦
妻
貞
子
に
伝
え
ら
れ

た
可
能
性
は
あ
る
。
ち
な
み
に
、
貞
子
の
没
年

は
明
ら
か
で
な
い
が
、
弘
安
八
年
(
一
二
八
五
)

貞
子
の
九
十
賀
が
行
わ
れ
て
い
る
か
ら
(
「
増

鏡
」
巻
十
、
注
(
日
)
前
掲
書
、
三
六
八
百
〈
)
、

実
氏
よ
り
少
な
く
と
も
十
六
年
後
ま
で
存
命
し

て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

(
比
)
「
増
鏡
」
巻
十
(
注
(
日
)
前
掲
書
、
三
六

八
1
九
頁
)
。

足
羽
御
厨
(
足
羽
庄
)
の
伝
領
に
つ
い
て
(
上

(
日
)
『
兵
庫
県
史
』
第
一
巻
、
八
五
六
j
八
六
六

頁
参
照
。

(
凶
)
た
だ
し
、
『
荘
園
志
料
』
で
は
足
羽
庄
に
つ

い
て
、
お
そ
ら
く
「
越
前
国
名
蹟
考
」
に
よ
っ

て
「
福
井
庄
」
(
北
庄
)
と
「
足
羽
庄
」
(
実
は
足

羽
社
庄
)
を
合
わ
せ
て
「
皆
荘
域
な
る
べ
し
」

と
い
い
、
足
羽
御
厨
も
、
足
羽
庄
と
同
じ
く
「

和
名
紗
足
羽
郡
足
羽
郷
の
地
」
と
し
て
お
り
、

荘
域
の
上
で
は
特
に
両
者
を
区
別
し
て
い
な
い
。

(
げ
)
『
群
書
類
従
』
雑
部
所
収
「
神
鳳
紗
」
に
は

「
安
屋
御
厨
」
と
あ
る
が
、
『
富
山
県
史
』
通

史
編
』
H
、
一
六
九
頁
所
載
、
氏
経
本
「
神
鳳

抄
」
の
写
真
で
は
「
安
居
御
厨
」
と
み
え
る
。

(
時
)
「
亀
山
院
御
凶
事
記
」
(
『
改
定
史
籍
集
覧
』

二
四
)

o

な
お
、
『
鎌
倉
遺
文
』
に
も
収
め
る

が
(
二
二
二
八
五
号
)
、
字
句
に
若
干
の
異
同

が
あ
る
。
本
文
に
は
集
覧
本
を
引
い
た
。

(
日
)
「
増
鏡
」
巻
十
に
「
大
宮
の
女
院
に
讃
岐
と
(
藤
原
)

て
さ
ぶ
ら
ひ
し
は
、
西
園
寺
の
御
家
の
者
京
房

と
い
ひ
し
が
女
な
り
。
い
み
じ
う
思
ひ
て
こ
れ

へ
夫
氏
)

も
召
し
と
り
て
、
西
国
寺
の
大
臣
の
御
子
に
な

じ
て
、
二
品
の
加
階
給
ふ
」
と
あ
り
(
注
(
日
)

前
掲
書
、
三
六

O
頁
)
、
「
本
朝
皇
胤
紹
運
録
L
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(
『
群
書
類
従
』
系
譜
部
)
に
よ
れ
ば
、
亀
山

天
皇
の
子
、
叡
雲
法
親
王
の
母
を
「
讃
岐
局
寿

子
、
大
膳
大
夫
景
房
女
」
と
す
る
。

(
却
)
南
北
朝
期
の
成
立
と
き
れ
る
「
神
鳳
抄
」
に

「
足
羽
御
厨
」
「
安
居
御
厨
」
と
記
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
も
っ
て
、
南
北
朝
期
に
な
っ
て
も
両

所
が
御
厨
の
称
を
も
っ
て
い
た
こ
と
の
徴
証
と

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
、
西
団
長

氏
に
よ
れ
ば
、
「
神
鳳
抄
」
は
「
少
な
く
と
も

鎌
倉
時
代
末
棄
の
状
況
を
遡
り
記
し
た
も
の
」

と
さ
れ
(
『
群
書
解
題
』
六
、
神
鳳
抄
の
項
)
、

『
新
校
群
書
類
従
』
一
巻
の
解
題
で
も
、
同
室
田

の
原
形
の
成
立
を
嘉
元
(
二
ニ

O
三
1
五
)
以

前
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
見
解
の
正
し
き
は

史
料
D
に
よ
っ
て
も
裏
付
け
ら
れ
る
。
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